
〔

諮

問

説
〕

松
江
藩
に
お
け
る
「
水
代
」
の
歴
史
地
理↓

旦
同

木

幹

雄

て
は
じ
め
に

水
代
(
み
ず
し
ろ
)
と
は
、
松
江
藩

κ沿
い
て
陸
化
を
予
想
し
て
湖
水
面
に

設
定
し
た
一
穫
の
土
地
所
有
権
で
あ
る
o
筆
者
が
こ
の
用
語

K
接
し
た
の
は
、

出
雲
平
野

K
な
け
る
農
村
調
査
の
際
、
斐
伊
川
三
角
州
の
先
端
部
に
な
け
る
水

田
化
速
度
と
の
関
連

k
h
k
ふ
い
て
で
あ
っ
(
字
湖
水
面
に
土
地
所
有
権
を
設
定
す

る
と
い
う
全
国
ま
れ
に
み
る
ζ

の
制
度
は
、
斐
伊
川
三
角
州
に
関
す
る
限
hJ
十

分
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
o
斐
伊
川
三
角
州
の
江
戸
時
代

K
な
け
る
堆
積

の
速
度
は
践

g
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
水
代
は
数
年
在
ら
ず
し
て
棲
化
し
、
水

田
と
な
る
と
と
が
容
易

K
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
o
水
代
が
短
期
間
の
陸
化

が
可
能
左
の
は
、

河
川
の
沖
積
作
用
と
と
も
に
、
設
定
さ
れ
て
い
る
宍
道
視
な

よ
び
中
海
が
ラ
グ

i
ン
で
あ
る
と
と
が
、

そ
の
好
条
件
と
念
っ
て
い
る
か
ら
で

お
る
o
水
代
は
宍
道
湖
な
よ
び
中
海
に
わ
た
っ
て
分
布
し
、

そ
の
地
理
的
条
件

を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
干
拓
を
進
め
、
耕
地
の
増
大
を
は
か
る
の
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
o
本
稿
は
護
政
時
代
に
か
け
る
ラ
グ

i
ン
干
拓
の
ク

i
ス
ス

タ
J

ア
ィ
ル
」
lν

て、

そ
の
所
有
権
な
よ
び
立
地
条
件
の
特
色
を
究
明
す
る
の
が
白

的
で
あ
る
o

ニ
、
水
代
の
謹
史
的
背
景

水
代
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
認
め
ら
れ
る
よ
う

K
左
っ
た
か
に
つ
い
て
は
確

「
斐
伊
川
改
修
四
十
年
史
」
は
文
書
一
や
古
老
の
伝
承

(
2
V
 

か
ら
次
の
よ
う
に
門
分
類
し
て
い
る
じ

ω地
方
有
力
者
の
埋
立
願

K
対
し
御
礼
銭
と
引
き
か
え
に
私
有
権
を
与
え
た
。

凶
御
用
金
調
達
な
ど
の
功
の
恩
賞
と
し
て
与
え
た
o

か
な
記
録
は
乏
し
い
が
、

斐
伊
川
下
流
の
土
一
家
一
的
大
地
主
勝
部
家
の
文
書

K
安
永
三
年
(
一
七
七
回
)

と
あ
る
の
が
初
出
と
同
書
は
引
用
し
て
い
る
o

こ
の
年
は
藩
主
松
平
治
郷
が
家

老
朝
日
丹
波
と
と
も

K
、
窮
乏
の
極
に
あ
っ
た
護
財
政
の
改
革
に
手
を
つ
け
て

い
る
時
期
で
あ
り
、

水
代
が
藩
の
財
政
救
済
策
の
一
環
と
し
て
行
左
わ
れ
た
と

と
を
推
定
さ
ぜ
る
の
に
十
分
で
あ
る
o
湖
埠
の
所
有
者
の
聴
き
取
り
で
も
、
各

家
K
な
け
る
伝
承
は
前
記
二
つ
の
理
由
以
外
の
も
の
は
聞
か
れ
な
か
っ
売
。

(

3

)

 

松
江
藩
は
初
期
か
ら
財
政
困
難
で
、
特
に
六
代
宗
一
件
(
一
七
=
二

l
一
七
六

- 1 -

は
、
小
田
切
備
由
ー
と

七
)
の
治
世
で
そ
の
援
に
達
し
た
o

と
の
た
め
藩
主
宗

-
a
ι
τ
}
 

と
も
に
延
亨
の
改
革
ー
を
実
施
し
/
た
む
改
革
案
の
中
で
注
目
す
べ
き
、
土
地
政
策
は
、

義
団
法
と
新
田
免
租
地
で
あ
る
o
義
国
と
は
富
豪
か
ら
上
納
金
を
納
め
さ
せ
、

そ
の
代
わ
り

K
そ
の
所
有
地
の
一
部
を
義
国
と
し
て
免
租
地
と
す
る
も
の
で
る

(

5

J

;

l

:

(

6

V

 

r

ム
o

「
義
国
定
法
書
」

K
よ
る
と
次
の
よ
う
左
例
が
あ
る
己

一
高
六
千
六
百
石

此
物
成
三
千
九
百
六
拾
石
、
納
升
、

但
、
免
六
ッ
、
夫
口
米
共
二
、
京

升
ニ
シ
テ
、

四
千
三
百
九
拾
五
石
六
斗

右
、
義
国
之
百
姓
ニ
相
成
度
者
者
、

室
次
第
、
是
迄
所
持
之
高
之
内
を
、

御
免
許
地
ニ
被
成
下
事

す
ま
わ
ち
右
の
文
書
は
義
国
に
な
り
み
た
い
旨
願
出
て
、
義
国
の
高
の
一
定
の



倍
数
の
御
礼
米
を
納
め
て
免
租
地
と
左
り
、

そ
の
目
標
額
が
六
千
六
百
石
と
い

う
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
o

新
田
免
租
地
は
新
田
方
を
設
置
し
、
開
発
さ
れ
た
新
田
を
売
却
し
て
免
租
地

と
す
る
も
の
で
る
る
0

『
出
東
村
誌
』

K
よ
れ
ば
勝
部
家
の
文
書
と
し
て
次
の

(
7
)
 

伊
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

~ 
見

出
雲
郡
三
歩
一
村

儀

蔵

田
反

六
反
五
畝
歩

但
ケ
所
分
ケ
別
紙
有
リ

右
者
新
田
方
御
普
請
御
元
入
等
悉
深
切
令
出
精
候
ニ
付
為
御
褒
美
右
之
土
地

永
代
物
成
免
許
地
申
付
侯
然
上
者
自
今
以
後
其
村
へ
御
検
地
被
仰
付
候
共
於

此
土
地
者
永
代
不
竿
入
旦
十
ヶ
年
切
売
買
者
不
及
申
分
地
質
入
等
一
切
不
相

成
侯
尤
永
代
被
下
置
侯
上
者
子
々
孫
々
歪
迄
其
方
可
為
田
地
侯
万
一
山
援
切

下
石
砂
入
等
相
成
侯
ハ
パ
其
分
替
地
可
遺
侯
の
而
免
状
如
件

明
和
田
亥
七
月

(
以
下
略
)

勝
部
家
は
こ
の
よ
う
に
積
極
的
念
新
田
開
発
で
土
地
集
積
を
行
な
い
、
水
代

も
五
町
あ
る
い
は
五

O
町
と
い
う
よ
う

K
、
広
大
友
面
積
を
礼
銭
で
獲
得
し
て

(
8
)
 

い
る
じ
新
田
免
租
地
も
義
国
同
様
、
藩
の
資
金
集
め
の
た
め

K
、

一
種
の
税
金

前
払
制
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

水
代
も
と
の
よ
う
な
藩
の
政
策
の
延
長

上

K
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
G

延
立
J

の
改
革
に
よ
っ
て
も
藩
の
財
政
危
機
を
救
う
こ
と
は
で
き
ず
、
護
主
宗

一
的
は
引
責
し
て
曙
濯
し
、
治
郷
の
代
代
在
っ
て
明
和
の
改
革
が
実
施
さ
れ
た
G

こ
の
改
革

K
よ
っ
て
義
田
・
免
許
地
は
没
収
さ
れ
、
事
実
上
の
廃
止
と
J

な
っ
て

へ
9
Y

し
ま
っ
正
。
水
代
が
と
の
ど
の
時
点
で
出
現
し
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
義

田
・
免
許
地
と
異
左
り
水
代
は
礼
銭
と
と
も
に
、

遥
々
御
田
地
出
来
候
上
、

御
礼
銭
令
上
納
、
旦
反
畝
相
究
候
ハ
ハ
、
御
年
貢
上
納
可
申
付
己
目
、
可
有
申
渡

(
柏
町
)

候
事
」
と
あ
る
よ
う

K
、
度
々
の
礼
銭
と
将
来
の
年
一
頁
地
と
し
て
増
収

K
つ
な

が
る
こ
と
を
思
え
ば
、
藩
と
し
て
は
極
め
て
有
利
左
政
策
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
左
い

o
農
民
地
主
の
側
か
ら
い
え
ば
、

義
国
の
よ
う
左
結
果
に
な
る
制
度

よ
り
も
、
将
来
の
耕
地
面
積
拡
大
の
た
め

K
干
拓
意
欲
を
刺
激
し
、
地
先
権
利

を
確
保
す
る
意
味
か
ら
も
、

所
有
耕
地
の
大
小
を
問
わ
ず
魅
力
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
o

一
ニ
、
湖
岸
の
陸
化
速
度

湖
岸
の
陸
化
速
度
は
、
斐
伊
川
三
角
州
に
な
い
て
最
も
著
し
い

o
と
の
理
由

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

- 2 ー

(
よ
斐
伊
川
上
流
山
地
に
な
い
て
、
藩
の
者
業
政
策

K
よ
っ
て
え
た
ら
製
鉄
が

行
な
わ
れ
、
多
量
の
土
砂
が
放
流
さ
れ
た
o

(2)
斐
伊
川
は
下
流
に
む
い
て
多
く
の
分
流
に
分
か
れ
、
宍
道
湖
の
西
岸
の
南

北
線
ほ
ほ
六
キ
ロ
全
域
を
埋
積
し
て
湖
岸
線
を
進
出
し
て
い
っ
た
o

斐
伊
川
三
角
州
の
伸
長
は
新
田
の
増
加
と
左
っ
て
現
れ
、

「
輪
切
帳
し
に
よ
れ
ば
、
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
を
一

O
O
lこ
す
れ
ば
、

「
万
指
出
」
と

文

久
二
年
(
一
八
六
二
)
に
い
た
る
九

0
年
間

κ、
石
新
田
の
指
数
は
五
五

O
と
い

(
日
)

う
増
加
ぶ
り
で
あ
る
o
寛
永
時
代
か
ら
後
の
新
田
地
域
の
三
角
州
は
、
明
治
期

ま
で
の
約
二

0
0年
間

K
一
一
一
キ
ロ
も
前
進
し
、
年
間
平
均
一
五
メ
ー
ト
ル
に
な

よ
ぶ
伸
長
度
で
あ
る
。

た
た
ら
製
鉄

K
よ
る
採
土
は
、
関
屋
内
務
技
師
の
計
算
に
よ
る
と
、

砂、

升
ノ
内
ヨ
リ
砂
鉄
ア
得
ル
ゴ
ト
二
グ
ラ
ム
四
三
ニ
シ
テ
此
鉄
砂
ハ
精
撰
ス
ル
ニ



当
リ
八
割
ニ
減
ス
而
シ
テ
此
精
撰
鉄
砂
ヨ
リ
銑
鉄
ア
得
ル
コ
ト
二
割
五
分
故
ニ

一
升
ノ
砂
ヨ
リ
銑
鉄
ア
得
ル
コ
ト
僅
カ
ニ

O
、
四
八
六
グ
ラ
ム
ニ
シ
テ
一
貫
目

(ロ)

ノ
鉄
ア
得
ル
ニ
ハ
七
拾
七
石
三
斗
ノ
砂
ア
要
ス
ル
割
合
ト
ナ
ル
」
と
い
う
よ
う

左
莫
大
な
量
の
土
砂
崩
壊
が
必
要
で
あ
っ
た
o

ζ

れ
が
「
か
ん
左
流
し
」
と
よ

ば
れ
る
土
砂
放
流
で
、

そ
れ
が
下
流
に
な
け
る
沖
積
作
用
を
強
化
し
た
o

中
海

K
流
入
す
る
最
大
河
川
は
、
飯
梨
川
と
大
橋
川
で
あ
る
o
斐
伊
川
の
流

三
四
五
平
方
キ
ロ

K
対
し
、
飯
梨
川
は
二

O
四
平
方
キ
ロ
で
規
模

域
面
積
一
、

は
は
る
か

K
小
さ
い
が
、

ζ
ζ

で
も
上
流
地
域
で
は
た
た
ら
製
鉄
の
「
か
ん
左

流
し
」
が
行
な
わ
れ
、

か
な
り
の
面
積
の
三
角
州
を
中
海

K
突
出
し
て
い
る
o

こ
の
地
域
の
開
発
に
あ
た
っ
た
大
地
主
は
ト
蔵
孫
三
郎
で
あ
る
o
荒
島
新
田
、

羽
入
新
田
、
門
生
新
田
、
別
石
新
田
な
ど
の
新
田
開
発
を
試
み
た
が
、
そ
れ
は

飯
梨
川
の
土
砂
流
出
規
模
か
ら
み
て
、
斐
伊
川
下
旬
酬
の
新
田
開
発
と
は
比
較

K

左
ら
ぬ
ほ
ど
の
努
力
を
要
し
、
規
模
も
小
さ
か
っ
た
o
大
橋
川
河
口
の
馬
潟
・

大
井
村
・
福
富
村
左
ど
の
水
代
分
布
地
域
の
新
回
開
発
も
孫
三
郎
は
手
が
け
て

い
る
o

以
上
の
大
河
川
の
河
口
付
近
を
除
く
と
、
他
の
河
川
は
小
河
川
で
流
出
土
砂

量
も
少
左
く
、
陸
化
速
度
は
比
較

K
な
ら
ぬ
ほ
ど
遅
く
、
面
積
も
小
規
模
で
あ

る
o

ζ

れ
は
水
代
分
布
地
の
面
積

K
よ
く
反
映
し
て
な
り
、
設
定
面
積
も
小
で

あ
る
o回

、
水
代
の
地
自
変
換

水
代
の
陸
化
し
た
も
の
は
府
内
新
国
と
左
h
y
、
収
穫
の
安
定
を
み
て
石
新
田
と

「

M
」

し
て
検
地
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、
陸
化
し
な
か
っ
た
水
代
は
、
父
子
相
伝
し
て

明
治
維
新

K
至
っ
た
o
近
代
的
土
地
所
有
権
の
も
と
に
な
い
て
、

ま
ず
慣
行
権

と
し
て
水
代
と
い
う
地
目
で
土
地
台
帳

K
記
載
さ
れ
た
o
地
租
改
正
の
後
、

明

治
政
府
は
基
礎
と
念
る
土
地
調
査
を
い
っ
そ
う
精
密
に
す
る
た
め

K
、
明
治
一

八
年
地
押
調
査
を
行
な
っ
た
o
地
目
変
換
地
・
畦
鮮
を
調
査
し
面
積
を
測
量
し

た
o
こ
れ
に
よ
っ
て
本
地
域
の
水
代
も
明
治
一
八
年

K
登
記
さ
れ
て
所
有
権
が

確
立
し
、
免
租
地
と
し
て
年
期
を
設
定
さ
れ
た
o
宍
道
湖
北
津
の
八
束
郡
岡
本

村
に
な
け
る
当
時
の
地
自
は
、
田
・
畑
・
宅
地
・
山
林
・
原
野
・
池
沼
に
つ
い

て
は
反
別
会
よ
び
地
価
が
定
つ
て
な
り
、
水
代
・
溜
池
・
埋
葬
地
・
死
牛
馬
捨

場
に
つ
い
て
は
反
別
の
み
で
地
価
は
免
租
と
在
っ
て
い
る
o

ζ

の
村

K
な
け
る

水
代
反
別
は
五
反
拾
四
歩
で
あ
っ
た
o
問
郡
秋
鹿
村
で
も
同
様
に
水
代
が
あ
り

そ
の
反
別
は
弐
反
五
畝
十
七
歩
で
あ
っ
〔
宮
大
橋
川
の
河
口

K
当
る
水
代

K
つ

て
土
地
台
帳
の
記
載
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
o

字
山
津

第
五
百
八
十
二
番

- 3 ー

一
水
代
反
別
壱
町
四
反
五
畝
廿
弐
歩

野
津
伝
十
郎
外
弐
名

明
治
廿
八
年
開
墾
届

明
治
十
八
年
ヨ
リ
全
二
十
七
年
マ
テ
拾
ヶ
年
継
年
季

明
治
廿
八
年
ヨ
リ
全
三
十
七
年
迄
拾
ヶ
年
継
年
季

新
開
免
租
年
期
延
長
明
治
三
十
八
年
ヨ
リ
全
四
十
七
年
迄

こ
れ
で
み
る
と
水
代
は
一

O
年
毎
の
年
期
に
よ
り
免
租
を
受
け
つ
つ
、
相
続

あ
る
い
は
売
買
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
て
い
る
o
こ
の
例
で
は
三
名
の
共
有
と
念

り
、
持
分
の
一
部
は
売
却
可
能
と
在
っ
て
い
る
o
明
治
二
八
年

K
開
墾
届
が
出

さ
れ
、
表
記
の
「
水
代
」
は
抹
消
さ
れ
て
地
自
は
「
新
開
地
」

K
変
更
さ
れ
て

い
る
o
法
の
整
備
に
よ
っ
て
こ
の
年
以
後
公
的
左
台
帳
か
ら
水
代
と
い
う
地
目

は
姿
を
消
し
、
他
の
地

B
K
名
目
的

K
変
更
さ
れ
る
と
と

K
在
る
o
沿
革
欄
で

は
「
四
十
年
々
期
明

田
」
と
記
載
さ
れ
、

「
大
正
四
年
八
月
廿
七
日

目
的



許
可
新
開
免
租
年
期
延
長
大
正
四
年
ヨ
リ
〈
工
二
十
三
年
迄
二
十
ヶ
年
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
o
と
れ
は
地
目
が
「
新
開
地
」
で
も
現
実
は
水
面
で
あ
り
、
開
墾

届
の
出
さ
れ
た
明
治
二
八
年
(
一
八
九
五
)
か
ら
四

O
年
の
年
期
明
の
昭
和

O
年
(

一
九
三
五
)
を
撞
化
し
な
い
状
態
で
迎
え
る
と
と
に
念
る
o

地
目
等
級

地
価

六
、
五
五

沿
革
事
由

池
沼
三
六
級

昭
和
十
年
十
二
月
二
十
八
日
埋
立
免
租

年
期
満
了
賃
貸
価
格
設
定

免
租
年
期
満
了
と
と
も
に
課
税
対
象
地
氏
左
る
た
め

K
、
現
実
水
面
に
合
わ

せ
て
地
自
は
「
池
沼
」
と
左
り
、
土
地
所
有
権
は
継
一
本
さ
れ
る
こ
と
と
左
る
o

地
自
は
ζ

の
ほ
か
玉
湯
村
で
は
「
雑
種
地
」
、
平
岡
市
で
は
「
原
野
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
地
番
も
あ
る
o
乙
れ
は
水
代
の
陸
化
の
現
状
に
合
わ
せ
て
、
不
動

産
登
記
法
地
行
令
の
地
目
を
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
o

民
法

K
む
い
て
不
動
産
と
し
て
所
有
権
の
存
在
す
る
土
地
は
陸
地
で
あ
っ
て
、

海
底
ま
た
は
湖
底
の
地
盤
を
含
め
て
海
あ
る
い
は
湖
の
所
有
権
は
認
め
ら
れ
な

ぃ
。
海
没

K
よ
る
土
地
の
滅
失
に
つ
い
て
、

昭
和
一
一
一
六
年
一
一
月
九
日
民
事
甲

(
日
)

二
八

O
一
号
民
事
局
長
回
答
に
よ
れ
ば
要
旨
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(
ム
土
地
が
海
面
下

K
没
す
る

K
至
っ
た
経
緯
が
、
天
災
等

K
よ
る
も
の
で
あ

り
、
か
っ
、
そ
の
状
態
が
一
時
的
左
も
の
で
あ
る
場
合

K
は
、
私
人
の
所
有
権

は
消
滅
し
な
い
o

(2)
買
収
し
た
当
時
海
面
で
あ
っ
た
も
の
、

又
は
干
拓
地
で
る
っ
た
が
堤
塘
の

一
部
を
除
去
し
た
た
め
海
水
が
流
入
し
て
海
面
と
な
っ
た
も
の

K
つ
い
て
は

土
地
所
有
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
水
代
の
よ
う
な
淑
水
面
所
有
権
は
認
め
ら
れ
念
い
こ
と
に
な
る
。

民
法
一
七
五
条
で
は
「
物
権
ハ
本
法
其
他
ノ
法
律
一
二
疋
ム
ル
モ
ノ
ノ
外
之
ア
創

設
ス
ル
コ
ト
ア
得
ス
」
と
あ
り
、

民
法
浩
行
法
三
五
条
で
は
、

「
慣
習
上
物
権

ト
認
メ
タ
ル
権
利
ニ
シ
テ
民
法
施
行
前
一
一
発
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
難
モ
其
施
行
ノ

後
ハ
民
法
其
他
ノ
法
律
ニ
定
ム
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
レ
パ
物
権
タ
ル
効
力
ア
有
セ
ス
」

と
る
っ
て
-
ー
水
代
」
の
現
実
的
存
在
は
許
さ
れ
左
い
こ
と
に
左
る
o
し
か
し
左

が
ら
法
令
二
条

K
は
「
公
ノ
秩
序
又
ハ
善
良
ノ
嵐
俗
ニ
反
セ
サ
ル
慣
習
ハ
法
令

ノ
規
定
一
一
依
リ
テ
認
メ
タ
ル
モ
ノ
及
ヒ
法
令
ニ
規
定
ナ
キ
事
項
ニ
調
ス
ル
モ
ノ

一
一
限
リ
法
律
ト
同
一
ノ
効
力
ア
有
ス
」
と
い
う
条
文

K
よ
っ
て
、
例
え
ば
慣
行

水
利
権
や
温
泉
権
念
ど
の
よ
う
に
慣
習
法
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
所
有
権
も

あ
る
o
水
代
も
慣
習
法
的
権
利
と
し
て
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

慣
行
水
利
権
在
ど
と
異
左
り
、

認
め
ら
れ
左
い
海
面
所
有
権
の
例
外
的
存
在
で

あ
る
た
め
、

池
詔
」
等
の
地
目
で
現
行
法
体
系
に
合
致
さ
せ
左
が
ら
、
事
実

上
所
有
権
を
主
張
す
る
と
い
う
形
式
を
と
る
と
と
に
在
っ
た
o

し
た
が
っ
て
水

- 4ー

代
は
建
前
と
し
て
は
存
在
し
な
い
が
現
実
的
に
は
存
在
し
て
な
わ

J

、
そ
の
杷
援

は
土
地
台
帳
あ
る
い
は
登
記
簿
で
行
左
う
と
と
は
不
可
能
で
み
る
り
、

沿
岸
で
聴

取
り
に
よ
っ
て
把
握
す
る
以
外
に
方
法
は
左
い
の
で
あ
る
o

五
、
水
代
の
立
地
条
件

水
代
は
そ
の
性
格
上
子
拓
可
能
と
予
測
さ
れ
る
湖
水
箇

K
設
定
さ
れ
る
と
と

K
在
る
O

士
ハ
道
湖
の
最
深
は
六
・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
全
体
的

K
み
る
と

五
メ
ー
ト
ル
の
湖
盆
を
在
し
て
な
り
、
南
山
一
早
で
勾
配
は
一

0
0
0分
の
一

O
、

北
岸
で
一

0
0
0分
の
四
、
斐
伊
川
河
口
の
西
埠
で
一

0
0
0分
の
こ
と
念
つ

て
な
り
、

や
や
急
を
南
岸
で
も
沖
へ
一

0
0
メ
ー
ト
ル
出
て
も
深
さ
一
メ

i
ト

ル
前
後
と
い
う
深
変
で
あ
り
、
干
拓

K
は
好
条
件
の
ラ
グ

i
ン
で
あ
る
。

水
代
の
分
布
を
み
る
と
義
人
伊
川
下
流
民
圧
倒
的
に
集
中
し
て
な
り
、
宍
道
湖



区 分 水面積 流域面積 計
平均水深

貯水量 塩分透度
(最大)

出 2 回 2 同 2 m XlO&m3 α%。
六i邑湖 81.12 1，227.03 1，308.1日 4.5 ( 6ι) 3.66 1内町 2

中 海 97.48 644.18 741.66 5.4( 84) 5.21 8-15 

計 178.60 1，871.21 2，049.81 8.87 

宍道湖・中海の現況

と71<代の分布

第 1図

の
南
'
北
山
厚
か
ら
大
橋
川
河
口
、
飯
梨
川
河
口
へ
か
け
て
円
分
布
し
て
い
る
o
と

(農林省中海干拓事務所資料による)

の
分
布
位
置
を
立
地
条
件
か
ら
み
る
と
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ

K
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
o

三
角
州
先
端
型
:
;
:
・
最
も
典
型
的
左
立
地
位
置
で
、

陸
化
条
件
の
効

率
の
最
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
o
第

2
図
は
、
斐
伊
川
治
水
の
た
め
天
館
一
一
一
年

開

き

く

の

新

川

河

口

に

設

定

さ

れ

た

水

代

で

あ

る

o

す

(
一
八
三
ニ
)

で
K
陸
化
し
た
部
分
も
あ
り
、
水
代
の
埋
積
過
程
を
よ
く
示
し
て
い
る
o
北
部

の
湾
入
し
た
部
分
は
、
排
水
路
の
機
能
を
も
っ
五
右
衛
門
川
の
河
口
に
あ
た
り
、

土
砂
の
流
出
量
少
な
く
埋
積
が
遅
れ
て
い
る
o

土
八
道
湖

- 5 ー

旧新川河口の水代第 2図
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飯
梨
川
河
口
も
ほ
ぼ
一
面

K
わ
た
っ
て
水
代
が
設
定
し
て
あ
る
が
、
先
端
部

で
は
か
左
り
の
部
分
が
陸
化
し
て
い
る
o
土
砂
の
流
量
が
斐
伊
川
に
く
ら
べ
て

少
左
い
の
で
規
模
は
小
さ
い
o
小
河
川
の
三
角
州
は
カ
ス
プ
状
形
態
が
多
〈
、

突
出
し
た
三
角
州
の
両
辺

K
設
定
さ
れ
て
い
る
o
流
砂
は
少
な
く
大
規
模
な
埋

積
は
期
待
で
き
な
い

o
斐
伊
川
三
角
州
の
先
端
部
の
状
況
は
、
平
田
市
灘
分
地

区
の
開
拓
を
記
し
た
「
邑
町
村
記
」
に
よ
っ
て
伺
う
こ
と
が
で
き
る
o

「
ふ
と
沢
中
を
見
る
に
、
水
は
浅
く
石
少
く
、
軟
い
は
ま
す
げ
が
肥
え
て
い

る
o
裾
を
か
ら
げ
て
船
を
降
り
、
浅
瀬
深
み
を
往
来
し
て
見
る
と
、
川
沢
洲
興

が
東
西
六
、

七
里
南
北
二
、
三
塁
ば
か
り
o
西
南

κ広
き
干
潟
が
あ
る
o
又
そ

の
土
を
み
る
に
、
島
上
は
黒
土
、
黄
土
が
肥
え
、
草
は
生
ひ
繁
っ
て
を
h
y
沢
の

辺
は
粘
土
の
堤
が
あ
っ
て
芦
葦
が
漸
く
し
げ
っ
て
い
る
o
こ
の
上
僅
か
の
手
を

(草

加
え
た
だ
け
で
肥
銑
の
回
に
在
る
と
と
が
推
測
さ
れ
る
0

」

ζ

の
よ
う
な
景
観
は
ご
く
自
然

K
陸
化
が
予
測
さ
れ
、
水
代
を
設
定
す
る
の

に
最
も
適
し
た
地
形
と
い
え
よ
う
o

大
橋
川
河
口
の
水
代
は
、
宍
道
湖
か
ら
排
出
す
る
土
砂
と
東
風
に
よ
る
波
浪

K
よ
っ
て
堆
積
す
る
土
砂
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
o
ト
蔵
孫
三
郎
の
大
橋
川

(思

下
流
港
湾
改
修
の
文
書
に
次
の
よ
う
左
記
述
が
あ
る
o

「
意
字
郡
馬
潟
沖
浅
相
成
申
侯
ニ
付
:
:
:
:
中
略
:
・
:
:
:

一
右
之
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
、
石
波
当
之
後
、
八
幡
村
灘
出
雲
郷
川
尻
迄

之
間
水
代
之
分
、
年
々
御
新
田
拾
町
計
、
島
根
郡
福
富
村
大
井
灘
迄
之
内
水

代
拾
町
計
も
、
御
新
田
ニ
可
相
成
様
ニ
奉
存
候
、

此
両
所
私
江
被
仰
付
侯
ハ

k

、
連
々
御
新
田
仕
立
申
度
奉
存
侯
:
・
:
:
:
略
」

航
路

K
差
支
え
る
ほ
ど
の
土
砂
の
堆
積
が
進
行
し
て
な
り
、
港
湾
改
修
と
と

も
に
、
堆
積
の
速
度

K
注
目
し
て
、
河
口
両
岸

K
存
在
し
た
水
代
の
干
拓
を
行
な

伊野川三角州の水代

て十一

第 3図

う
と
い
う
計
画
で
あ
る
o
現
在
罵
潟
は
新
産
業
都
市
計
画
に
よ
っ
て
埋
立
て
ら

- 6 -

れ
た
が
、
大
井
灘
は
残
存
し
、
若
干
陸
化
し
て
芦
が
生
え
て
い
る
o
五
万
分
の

一
地
形
図

K
は
干
潟
の
記
号
が
表
現
さ
れ
て
な
り
、
会
ハ
道
湖
の
排
水
河
川
と
い

う
特
殊
左
河
川
の
河
口
で
あ
る
が
、
干
拓
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
O z 

沿
毒
型
:
・
:
河
口
と
河
口
の
間
あ
る
い
は
岬
と
岬
の
問
、

ま
た
は
岬
の

両
岸
左
ど
の
湖
岸
で
、

河
川
か
ら
排
出
さ
れ
た
土
砂
が
沿
岸
流

K
よ
っ
て
堆
積

す
る
の
を
利
用
し
て
干
拓
す
る
た
め

K
設
定
さ
れ
た
水
代
で
あ
る
G

し
た
が
っ

て
三
角
州
先
端
部
の
よ
う

K
大
量
の
土
砂
堆
積
は
期
待
で
き
左
い
の
で
、
水
代

は
沖
合
へ
突
出
す
る
こ
と
な
く
、
伊
岸
に
沿
っ
て
細
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
o

宍
道
湖
南
岸
の
宍
道
町
沿
岸
は
新
川
の
旺
盛
な
堆
積
作
用
を
期
待
し
た
も
の
で
、

沖
合
へ
約
二

0
0メ
ー
ト
ル
、
沿
岸
二
キ
ロ

K
わ
た
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
o

新
川
河
口
か
ら
や
や
離
れ
た
来
待
村
で
は
沖
へ
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
沿
岸
五
キ
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斐伊Jrl下 流の水代第 1表

口

K
も
む
よ
ん
で
い
る

c
東
出
雲
町
の

地図 1925による)

崎
明
白
鼻
は
中
海
へ
一
キ
ロ
突
出
し
た
崎

で
る
る
が
、
そ
の
西
側
は
幅
一
五

O
メ

i
ト
ル
の
水
田
が
細
長
く
速
左
り
、
水

代
医
よ
る
干
拓
を
予
想
さ
せ
る
地
形
で

あ
る

c
現
在
崎
出
鼻
の
先
端
部
に
池
沼

(内務省大阪土木出張所斐伊)11改修事務所

の
地
目
で
水
代
が
あ
り
、
沖
へ
五

O
i

八

0
メ
ー
ト
ル
、

沿
憲
三

O
O
メ

l
ト

ル
の
小
規
模
左
も
の
で
る
る

o

た
た
ら
製
鉄
が
稼
行
し
て
い
る
間
は

沿
岸
流
も
相
当
の
土
砂
を
運
搬
し
、
斐

伊
川
河
口
か
ら
は
る
か
に
離
れ
た
玉
湯

村
湯
町
で
も
埋
積
が
進
み
、
湖
岸
の
砂

地
い
か
高
ま
っ
て
畑
と
な
り
、

小
規
模
な

が
ら
湖
岸
線
は
進
出
し
て
い
た
が
、
現

在
で
は
ほ
と
ん
ど
堆
積
は
認
め
ら
れ
な

円
。
北
山
岸
秋
鹿
地
区
で
は
西
風
に
あ
な

ら
れ
た
波
設
に
よ
っ
て
母
が
削
ら
れ
、

堆
積
ど
こ
ろ
か
逆
に
耕
地
直
積
の
縮
少

も
も
る
と
い
う
o
長
江
地
区
の
湾
入
部

円
砕
け
d

に
小
規
模
な
水
代
が
多
っ
た
が
、

在
で
は
大
規
綾
な
干
拓
工
事
に
よ
っ
て

水
田
化
し
て
い
る
つ

六
、
水
代
の
所
有
関
係
と
形
態

水
代
の
表
示
は
面
積
で
表
現
さ
れ
、
切
図
に
は
見
取
図
程
変
の
表
現
し
か
し

て
い
左
い
。
沿
岸
型
の
場
合
は
、
例
え
ば
湯
町
で
は
「
地
先
六

O
間
L

と
い
う

囲
を
水
代
と
す
る

o
面
積
が
広
い
場
合
、

ょ
う

K
表
現
し
、
沿
山
岸
の
自
己
所
有
地
の
一
唱
で
沖
へ
六

O
間
ま
で
の
方
形
の
範

現
場
は
湖
水
面
で
目
標
が
る
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
、
境
界
は
極
め
て
不
明
確
で
あ
る

o
通
常
使
用
さ
れ
る
境
界
目

の
石
を
単
独
、

標
は
、
捨
石
と
い
っ
て
覗
い
て
湖
底
に
見
分
け
あ
こ
と
が
で
き
る
程
の
大
き
さ

あ
る
い
は
列
を
左
し
て
置
い
て
な
く
o
少
数
例
で
あ
る
が
杭
を

打
つ
こ
と
も
あ
る

o
し
た
が
っ
て
改
修
工
事
や
干
拓
工
事
で
補
償
問
題
が
な
き

た
場
合
、
関
係
官
庁
で
は
古
文
書
、
古
地
図
、
登
記
簿
記
載
面
積
、
切
図
左
ど

を
参
考
に
し
て
、
境
界
目
標
が
あ
れ
ば
立
ち
合
い
の
上
測
量
し
、
地
図
化
し
て

具
体
的

K
補
償
問
題
に
入
る

o
大
井
町
の
場
合
、

松
江
市
役
所
の
切
図
で
は
最
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も
広
い
函
積
の
五
八
一

!
1

一
三
番
地
が
三
角
形
民
突
出
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て
措
い
て
あ
る
が
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現
地
の
人

K
聞
く
と
第

4
図
の
破
線
の
よ
う
に
方
形
で
あ
る
と
い
う
o
基
礎

K

な
る
も
の
は
台
帳
の
面
積
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
面
積

K
合
わ
せ
て
製
図
す
る
の

で
、
極
端
左
場
合
現
地
水
底
の
境
界
目
標
は
ま
く
て
も
差
支
え
は
左
い
わ
け
で

あ
る
o
こ
の
よ
う

K
し
て
製
図
さ
れ
た
水
代
の
地
図
は
、
沖
合
の
境
界
線
が
凹

凸
の
あ
る
不
規
則
念
水
代
の
連
続
と
在
る
か
、
あ
る
い
は
宍
道
町
の
沿
岸
部
一
の

場
合
の
よ
う

κ、
沖
の
境
界
線
は
平
滑
な
曲
線
で
描
き
、
各
個
人
の
境
界
線
は

面
積

K
合
わ
せ
て
調
整
す
る
の
で
、
平
行
線
で
左
〈
斜
行
し
た
不
規
則
左
作
図

と
な
る
o

(邑

斐
伊
川
改
修
事
務
所
の
測
量

K
よ
る
と
、
関
係
す
る
湖
岸
を
九
地
区

K
分
け
、

所
有
者
数
が
記
録
し
て
あ
る
o
第
1
表
で
⑥
の
水
代
が
最
も
面
積
大
で
あ
る
が
、

所
有
者
は
植
田
元
吉
郎
外
二
名
と
あ
り
、

そ
の
大
部
分
は
植
田
家
の
所
有
と
み

ら
れ
る
o
と
の
地
域
の
最
大
の
地
主
勝
部
家
は
⑥
の
水
代
で
以
外

K
少
左
い
o

そ
の
理
由
は
、
⑥
の
植
田
家
の
水
代
は
元
来
勝
部
家
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、

代
前
の
植
(
加
警
一
↓
主
が
勝
部
家
の
経
営

K
協
力
し
た
御
礼
と
し
て
譲
り
受
け
た

か
ら
で
あ
る
o

水
代
所
有
の
詳
細
は
第
2
表
の
大
井
町
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
よ
う
念
特
色

が
み
ら
れ
る
o

工

所
有
面
積
の
両
極
分
化
:
:
:
;
表
と
第
4
図
の
切
図
か
ら
少
数
の
大
面

積
所
有
者
と
対
照
的

K
微
細
左
小
面
積
所
有
者
と
の
分
化
が
み
ら
れ
る
o
小
面

積
の
水
代
は
全
て
湖
岸
に
接
し
て
な
り
、

地
元
の
聴
取
り
か
ら
推
定
す
る
と
そ

の
大
掛
分
は
自
己
所
有
地
あ
る
い
は
耕
作
地
の
地
先
へ
獲
得
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
口

ζ

の
点

K
つ
い
て
は
、
大
地
主
が
藩
か
ら
権
利
を
得
て
後
小
土
地
所
有
者
あ

る
い
は
湖
岸

K
耕
地
を
所
有
す
る
農
民
の
地
先
を
し
て
介
売
し
た
の
か
、
当
初

松江市大井町の水代所有状況

字地番 地 自
面 積

所有者
町反畝歩

灘 581 - 1 池沼 09 NA.NB 
-2  fI 2 29 NC'ND 
- 3 fI 3 06 NE.NF 

-4  目y 15 NG.NH 
-5  " 19 NI 
-6  " 9 06 NJ 
- 7 " 06 NK 
-8  " 7 1 7 NL 
-9  " 22 NM.l'剖

-10 " 7 1 9 NO 
-11 fI 4 08 NP 
-12 fI 4 18 NF.NQ 

-13* fI 7 09 Ka'NR'Ku 
-14 " 3 27 NS 
-15 雑種地 14 NS外 2名

-16 fI 28 fI 

-17 池沼 7 1 1 " 
-18 " 4 18 朝酌信用組合

一19 F 28 NT 
山津 582* If 4 5 22 Ka 'NR'Ku 

-1  If o 1 1 NU.NV 

- 2 H 7 08 NW 

3 If 6 00 NX 

計 4 4 02 

明治 18年最大所有者の地番に*を付記

第 2表
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四

か
ら
大
地
主
と
と
も

K
小
面
積
所
有
者
も
共
同
し
て
願
い
出
た
か
不
分
明
で
る

る
が
、
松
江
藩
の
新
田
開
発
の
特
色
を
反
映
し
て
い
る
と
と
は
明
瞭
で
あ
る
o

松
江
穫
の
新
田
開
発
は
見
立
新
田
が
多
く
、
在
地
の
土
豪
的
大
地
主
が
費
用
を

負
担
し
て
開
発
し
、
見
立
者
は
新
田
開
発
後
役
職
の
格
式
が
与
え
ら
れ
、
開
発

(色

地
の
一
部
が
免
租
地
と
し
て
与
え
ら
れ
る
o
前
出
の
勝
部
家
・
植
田
家
・
ト
蔵

家
左
ど
が
と
の
層
で
あ
り
、
大
薗
積
の
水
代
所
有
者
は
規
模
の
差
は
あ
れ
こ
の

層

K
属
す
る
人
々
と
み
て
よ
か
ろ
う
o

出
雲
地
方
山
間
部

K
み
ら
れ
る
新
田
は
農
民
が
自
己
所
有
耕
地
の
隣
接
地
を

開
拓
し
た
も
の
で
、
切
添
新
田
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
o
水
代
の
北
先

所
有
は
こ
の
切
添
新
田
と
類
似
の
開
発
過
程
を
示
す
も
の
で
、
特

K
沿
岸
型
水



代

K
と
の
例
が
多
い
。

z 
所
有
者
の
在
地
位
:
:
:
:
所
有
者
名
の

N
は
全
て
野
津
姓
で
、
大
小
の

村
内
地
主
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
o

乙
こ
で
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
売

買
例
は
九
件
で
、
ほ
と
ん
ど
の
水
代
が
同
一
の
村
落
居
住
者
の
聞
で
所
有
権
移

転
を
し
て
い
る
。
乙
の
点
他
地
域
も
同
じ
状
況
で
、
現
行
法
令
の
制
約
の
も
と
で

は
具
体
的
な
土
地
利
用
と
し
て
は
自
然
の
陸
化
を
待
つ
し
か
方
法
が
左
く
、
荷

業
的
利
用
を
計
画
し
て
も
、

現
況
が
湖
水
面
で
あ
る
か
ら
埋
立
許
可
は
簡
単
に

出
左
い
の
で
、
投
機
的
売
貨
に
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
で
あ
る
か
ら
で
る
る
o
所
有

者
に
つ
い
て
商
業
的
色
彩
が
あ
る
の
は
玉
湯
村
湯
町
の
例
で
、

明
治
三
六
年
調

(邑

査
で
湯
町
在
住
者
二
九
名
と
と
も

K
、
松
江
の
商
家
三
名
が
み
ら
れ
る
o
と
れ

が
抵
当
と
し
て
入
手
し
た
の
か
、

町
人
請
負
新
自
の
形
で
農
地
開
発
を
目
的
と

し
た
か
は
不
明
で
あ
る
o
ま
た
玉
造
温
泉
の
旅
館
長
楽
閣
が
約
一
ニ
・
八

O
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
代
を
買
入
れ
て
い
る
の
は
明
瞭

K
商
業
的
利
用
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
o

七
、
結

び

水
代
は
た
た
ら
製
鉄
に
よ
る
土
砂
放
流
が
下
流
な
よ
び
湖
岸
の
陸
化
を
促
進

し
て
い
る
の

K
注
目
し
、

ζ

れ
を
利
用
し
て
い
っ
そ
う
広
大
な
耕
地
獲
得
を
意

さ
さ
や
か
な
が
ら
所
有
耕
地
の
地
先

K
耕
地
拡
大
を
願

図
す
る
大
地
主
層
と
、

う
小
農
民
層
の
経
済
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
が
、
折
か
ら
財
政
困
難
の
松
江
藩
当
局

の
収
入
増
大
の
欲
求
と
一
致
し
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
o
水
代
は
た

た
ら
の
衰
微
と
と
も
に
堆
積
作
用
も
鈍
化
し
、
巨
大
な
干
拓
事
業
や
工
場
用
地

の
埋
立
・
道
路
建
設
な
ど

K
よ
っ
て
次
第

K
消
滅
し
つ
つ
あ
る
o
筆
者
は
と
と

で
水
代
の
歴
史
地
理
を
要
約
し
、
次
の
課
題
と
し
て
そ
の
本
来
の
機
能
で
あ
る

ラ
グ

l
ン
干
拓
に
な
け
る
地
理
的
在
役
割
を
明
ら
か

K
し
た
い
と
考
え
て
い
る
o

末
尾
左
が
ら
調
査
に
際
し
御
教
示
い
た
だ
い
た
松
江
市
・
玉
湯
町
・
宍
道
町
・

元
確
氏
を
は
じ
め
水
代
所
有
者
の
方
々
に
深
謝
す
る
も
の
で
あ
る
o

斐
川
町
・
平
田
市
・
東
出
雲
町
・
安
来
市
の
各
市
役
所
・
役
場
な
ら
び
に
植
田

(
大
阪
府
立
四
条
畷
高
校
)

注
(1)
拙
稿
「
出
雲
平
野
に
な
け
る
乾
由
化
と
土
地
利
用
」

ム
ハ
|
一
二
、

一
九
六
三
、

七

O
九
頁

(2)
建
設
省
出
雲
工
事
事
務
所
編
『
斐
伊
川
改
修
四
十
年
史
』

四
五
三
頁

『
地
理
学
評
論
』
三

一
九
六
回
、

『
松
江
藩
経
済
史
の
研
究
』
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(
3
)

原
伝
「
松
江
藩
に
於
け
る
義
田
制
度
」

九
七
三
、
二
頁

(

4

)

島
根
県
『
新
修
島
根
県
史

一
九
六
八
、

通
史
篇
1
』

頁

(

5

)

前
掲

(
3
)

六

t
八
頁

(

6

)

島
根
県
『
新
修
島
根
県
史

(

7

)

足
立
源
次
郎
編
『
出
東
村
誌
』

(

8

)

山
岡
栄
市
編
『
山
陰
農
村
の
社
会
構
造
』

(

9

)

前
掲
(

3

)

一
九
六
五
、

史
料
篇
2
』

一
九
二
八
、
三
回
三
頁

一
九
五
九
、

一
八

t
二
O
頁

(
目
前
掲
(

8

)

八
八
頁

(
H
U

前
掲

(
8
)

一
一
頁

(
円
切
関
屋
内
務
技
師
試
補
『
斐
伊
川
治
水
調
査
顛
末
並
ニ
改
修
設
計
説
明
書
』

一
八
九
六
、

O 
頁

八
五
七

t
八
六

一
四
六
頁

八
八
頁



(
話
安
来
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
安
来
市
誌
』

一
九
七

O
、
二
一
八

t
一一一一

八
頁

(
U
U

桜
木
保
『
簸
川
新
田
の
開
発
』

(
H
U

『
島
根
県
秋
鹿
村
誌

一
九
六
五
、

四
三

t
四
回
頁

九

上
編
』

一
六

t
一
八
頁

(
川
口
津
島
安
秋
「
海
没

K
よ
る
土
地
の
滅
失
」

登
記
先
例
百
選
』
三

O
、
一
九
七

O
、
三
八

t
三
九
頁

(
立
内
務
省
大
阪
土
木
出
張
所
斐
伊
川
改
修
事
務
所

2
ハ
道
湖
水
代
区
域
図
』

『
別
冊
ジ
昆
リ
ス
ト

不
動
産

一
九
二
五
、
前
掲
(

2

)

K
よ
れ
ば
と
の
基
礎
資
料
は
明
治
三
六
年
島
根
県

土
木
課
の
測
量

K
ょ
っ
た
も
の
で
あ
る
o

(
同
)
「
島
村
記
」

長
瀬
定
市
編
『
斐
伊
川
史
』

四
三
六

i
四

一
九
五

O
、

三
八
頁

原
文
は
漢
文
で
あ
る
が
、

と
と
で
は
縁
者
の
訳
文
を
引
用
し
た
o

(
自
前
掲
(

6

)

六
四
七

t
六
四
八
頁

(
恕
前
掲
(
日
)
二

O
七

t
一
一
一
一
一
頁
、

昭
和
一
一
二
年
(
一
九
一
一
一
八
)
廃
川

天
保
二
年
(
一
八
三
一
)
開
さ
〈
、

(
幻
)
前
掲
(
口
)

(
窃
植
田
元
確
氏
談

(
怨
明
治
初
期
最
大
の
水
代
所
有
者
は
野
津
伝
三
郎
外
二
名
の
共
有
で
、
面
積

三
町
一
反
七
畝
一
歩
、
第
2
表
の
全
水
代
の
七
七
%
を
所
有
し
て
い
た
o

(
担
)
前
掲
(

4

)

七
二
二
頁

(
窃
『
八
束
郡
湯
町
村
大
字
湯
町
地
先
官
民
有
境
界
実
測
図
』

一
九

O
三

H1stor1oa1 Geography of 'Mizush1ro) 
in The Ma tsue C1an 

胞k:io'lakag1 

This art1c1e treats a sort of 1and ownersh1p set up 1n旬。

1agoena -1ake SA1nj1 and Nakanoum1 -1n the 18th何 19thoen知 -

ry. This 1and ownership ・Mizusb1ro-lI'as granted by the 10rd 
of the Matsue o1an 1n ・xe~ for a rell'ard， wh10h lIeant a tax 
illposed on the land when it shou1d beooae paddy f1e1d 1n the 
fu七ure.The condi tion of 1 ts geographioa1 1ooat1on 1s as !'・11ows:
1. At the upper stream of the r1ver -the茸11and the Iinash1.・
which f10ws into this 1ake， there was the traditiona1 Japanese 
iron manufaoture四 tatara.-operated and a 1arge quanti ty ot 
S'and was oarr1ed out to the 1ake to form:" the 1and. 

2. The 10oat1on of M1zusb1r.:-1t can be olass1!ied into two 
types: 1) The looat1on of the end o! delta: --加I!Iplace 1s 
the most f1tted plaoe for form1ng land. A. great and vast M1zu，圃
sh1ro was set up on the lake. 2) The looat1on of the lake 
shore: --Th1s is the lake shore excep七themouth of a river. 
M1zushiro was set up long and narrow a10ng the lake shore and 
they expeoted i t to be ohanged 1nto land by the.勾positedsand. 
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